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上記の情報は、2022年9⽉7⽇時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。
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JALのサービス最新情報
国内線のファーストクラスの路線拡大や、国際線のデジタル証明書アプリなど、
JALのサービス最新情報について、紹介させていただきます。

最上級のおもてなしと充実のプライベート空間をお届けする国内線ファーストクラス。
2022年10⽉30⽇以降、国内線JALファーストクラスの路線が羽田‐広島、羽田‐鹿児島線へ拡大いたします。
充実したプライベート空間から、至福の時間をお届けいたします。
ファーストクラスならではのおもてなしをご堪能ください。

国内線

東京(羽田)-札幌(新千歳)、大阪(伊丹)、福岡、沖縄(那覇)、石垣
大阪(伊丹)-沖縄(那覇)

10月30日から新規路線！
・東京(羽田)-広島
・東京(羽田)-鹿児島

詳細はこちら(JAL Webサイト)

導入路線

お食事・お飲み物
⽇本が誇る名店がプロデュースした旬の味覚を、時間帯にあわせて
お楽しみいただけます。また、厳選されたお飲み物をご用意しております。

空港サービス
お預けの手荷物

■専用チェックインカウンター、ラウンジ、専用保安検査場がご利用いただけます。
機内へのご搭乗・ご到着後も優先してご案内いたします。
※広島空港・鹿児島空港
チェックイン：ファーストクラス専用チェックインカウンターはございませんが、優先してご案内いたします。
保安検査場：一般保安検査場をご利用ください。

※石垣空港 チェックイン：優先してご案内いたします。

■お預けの手荷物は1個あたり32kg、合計45kgまで無料でお預かりします。
ご到着後も最優先でお引渡しいたします。

シート

A350/787767

サービス概要

-東京(羽田)-広島 ・ 東京(羽田)-鹿児島 へ新規導入-

国内線JALファーストクラスの対象路線が拡大！

※上記8路線（一部の便にて設定）でサービスを実施いたします。
最新の設定・運航情報は、JAL Webサイトをご確認ください。

※路線によって機材は異なります。また機材によってスペック等の詳細が異なります。

東京(羽田)-広島、東京(羽田)-鹿児島のファーストクラスは
767機材での運航予定です。

https://www.jal.co.jp/jp/ja/dom/service/f/


検査結果（陰性証明書）やワクチン接種証明書、宣誓書など各国の入国に必要な書類が、
入国要件に合致しているか事前に判定できる無料のスマートフォン用アプリです。*1*2

入国要件を満たしていると、渡航判定後に「アクティブ」と緑色のステータスがアプリに表示
されます。この表示をチェックインカウンターで提示することで、検疫書類の提示が不要
となり、搭乗手続きがスムーズになります。*3

-渡航先の入国検疫書類を事前に登録でき、搭乗手続きがスムーズになります-

デジタル証明書アプリ 「VeriFLY」
国際線

VeriFLYとは 下記QRコードより「VeriFLY」アプリを
インストールの上、ご利用いただけます。

北米路線
日本発
米国行、グアム行、カナダ行(バンクーバー)

アジア路線
日本発
インド行(デリー/ベンガルー)、インドネシア行(ジャカルタ)、シンガポール行、タイ行(バンコク)、フィリピン(マニラ)行

備考
他社運航コードシェア便や、国際線から国際線へ乗り継ぐ場合はご利用できません。
海外発は⽇本政府のMySOS検疫ファストトラックをご利用ください。

【対象路線】

対象の
お客さま

VeriFLYでの検疫書類の登録が完了済みで、判定結果が
「アクティブ」と緑色のチェックマークが表示されたお客さま

対象空港 成田空港、羽田空港、（NEW!)関西国際空港

【VeriFLY利用者「優先チェックインカウンター」*4】
アプリ完了画面を提示するだけでご搭乗手続きがより一層スムーズになります。
新たに、関西国際空港にも優先チェックインカウンターを設置いたしました。

*1VeriFLYは、Daon社提供のサービスです。*2VeriFLYのご利用は、必須ではありません。
*3各国が入国条件を変更した直後などは、空港係員による判断を優先する場合があります。*4事前のご案内なくサービスが終了する場合がございます。

詳細はこちら(JAL Webサイト)
上記の情報は、2022年9⽉7⽇時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

※ヨーロッパ路線(イギリス、フランス、ドイツ、フィンランド)は各国入国規制撤廃に伴い対象から除外

国内線
-羽田空港国内線 「JAL SMART SECURITY」 導入完了-

パソコンや液体物を入れたまま手荷物検査が可能に！

≪JAL SMART SECURITY≫

詳細はこちら(JAL Webサイト)

「JAL SMART SECURITY」とは
保安検査装置・スマートレーン・UV殺菌システムを組み合わせた保安検査レーンです。保安検査のさらなる強化と
検査までの待ち時間を短縮することができ、より安全・安心・ストレスフリーな空港サービスを実現します。

≪設置場所≫羽田空港国内線B/C/E/F保安検査場(*)
*一部、従来の保安検査レーンを引き続き使用します。

≪機能≫
◆保安検査装置（X線CT検査装置）
高度化された保安検査装置(X線CT検査装置)の導入により、
お手荷物からパソコンや液体物を取り出すことなく、
手荷物検査が可能となります(*)。

＊保安検査の結果によっては、取り出しをお願いすることがあります。
また、羽田空港の従来式検査機を用いた保安検査レーンおよび
ほか空港では、これまで同様にパソコンや液体物の取り出しが必要です。

◆スマートレーン
保安検査までの待ち時間を短縮することが可能となります。
1レーンにつき3カ所の個別の準備台を備え、
準備ができたお客さまから先に保安検査にお進みいただけます。

◆UV（紫外線）殺菌システム
保安検査用トレイは、レーンに内蔵されたUV（紫外線）殺菌システムの活用により、最大99.9%殺菌されます。

https://www.jal.co.jp/jp/ja/inter/verifly/
https://www.jal.co.jp/jp/ja/dom/baggage/smartsecurity/


【「JALふるさと納税」概要】

1. サイトURL  ： https://furusato.jal.co.jp

2. 参加自治体 ： 193自治体（2022年9月1日現在）

3. ご利用方法・付与マイル数 ：

クレジットカードによる寄付受付

寄附額100円につき、JMBマイル1マイル付与。加えて、JALカード決済の場合、

200円につきショッピングマイル1マイル付与（ショッピングマイル・プレミアムご加入の場合、100円につき1マイル付与）

マイルがたまる「JALふるさと納税」地域活性化

「JALふるさと納税」から寄附いただくと、JALマイレージバンク（JMB）のマイルをためることができます。返礼品には、

旬の果物や新鮮な海鮮、肉類などの食品に加え、 「JALふるさと納税」限定品の展開も開始しております。さらに、地域の

魅力が十分に伝わるコンテンツ展開による旅行需要の喚起や、特産品の販路拡大、商品のブランド化や企画のお手伝い

など、地域経済の活性化に向けた活動を継続的に行ってまいります。

JALの取組
地域の魅力を発信し、モノ・ヒトの交流による地域活性化に貢献します

JAL Times

JALグループは航空運送事業を通じて、観光振興や地域産業支援など、地域の持続的な発展や活性化に向けた

「JALふるさとPROJECT」に取り組んでおり、これまでの取り組みをより具現化し、JALグループのお客さまと日本の各地域を

さらに強く結びつけるために、ふるさと納税事業を立ち上げております。JALの持つ全国ネットワークとJALUXの食品ギフト事業

などで培ったノウハウを融合し、本事業に注力してまいります。

上記の情報は、2022年9月7日時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

JALグループは日本の翼としてこれからも地域社会に寄り添い共に考え行動し、人と社会と世界をつなぐことにより地域活

性化に貢献するとともに、SDGs達成に向け取り組んでまいります。

JALふるさと納税のメールマガジンをご登録いただいている方の中から、
抽選で毎月5名様に賞品をプレゼントします！
新規お客さま登録の方も、すでにお客さま登録がお済みの方も、
メールマガジンを登録するだけ！
なお、キャンペーン賞品は月替わりで、毎月初旬頃に以下ホームページ内で発表
いたしますので、お楽しみに！
◆キャンペーンサイトURL

https://furusato.jal.co.jp/campaign/mail_campaign/
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